
●人間力（内閣府「人間力戦略研究会報告書」、2003年 4月より） 
人間力は「社会を構成し運営するとともに，自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力」をいい、次の要素によって構成されています。 
構成要素 項目 内容 

知的能力的要素 

基礎学力 
総合的・本質的な見方、専門の基礎的知識、数量的リテラシー（表・グラフ等）、情報リテラシー（情報コ

ミュニケーション技術等）について理解し、活用できる。 
専門的な知識・ノウハウ 専門的知識と技能について、その背景や応用を含め、理解し、活用できる。 
論理的思考力 情報を収集し、複眼的・論理的に分析し、それを的確に表現できる。 

創造力 
異なる知識を組み合わせたり、常識や固定観念にとらわれない新たな発想をしたり、さまざまな角度から柔

軟に考えたりすることで、新しい価値や新たな行動を生み出すことができる。 

社会・対人関係力

的要素 

コミュニケーションスキル 
同じ世代の人たちだけでなく、異なる文化・世代・立場の人たちに対しても、傾聴し、気持ちや意思を推察・

尊重・共感し、自分の気持ちや意思を適切に伝え、共に理解し合い、考えの対立を調整できる。 

リーダーシップ 
目標やビジョンと問題意識をチームで共有し、メンバーの役割を明確にし、メンバーの能力の向上を支援し、

メンバーの気持ちに配慮しながら支え、目標を妨げるメンバーの行動に対してはその理由を述べて注意し、

チームを目標達成に導くことができる。 

公共心 
社会の一員であることを自覚し、社会の問題を自分の問題として考え、社会全体の利益となるよう積極的に

行動できる。 

規範意識 
自分が判断・行動するときに従うべき基準について深く理解し、自主的・自立的に規律ある行動をすること

ができる。 
他者を尊重し切磋琢磨しな

がらお互いを高め合う力

（相互啓発力） 

他者の考えや意見（良かった点や改善点など）に素直に真摯な態度で耳を傾けるとともに、自分の考えや意

見を謙虚に誠実な態度で発表したり、お互いのすぐれた点を見習ったりすることで、お互いに視野を広げ、

啓発し合うことができる。 

自己制御的要素 

意欲 
生涯にわたって学び続けていきたいという学修意欲、自らを向上させて自分に合った職業について自立した

社会生活を送りたいという就業意欲、ボランティア活動・地域活動等に参加して社会に貢献したいという社

会参加意欲、高い目標を持ち成し遂げたいという目的意欲を持っている。 

忍耐力 
目標を持ち、その実現のために、自分の欲求や衝動を適切にコントロールし、信念を持って粘り強く取り組

むことができる。 
自分らしい生き方や成功を

追求する力（自己受容・自

己実現力） 

自分をありのままに直視して受け入れたり、成功モデルや理想像、十年後の自分（必然的未来像）を思い描

いて踏み出したり、自分の可能性を探し、広げ、生かしていくことで、自己実現に向けて努力できる。 

 


